
        N E W S   L E T T E R 
                                             

                                                                                                              

        KAWASAKI KISEN KAISHA, LTD. 
ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ・環境経営推進・IR・広報ｸﾞﾙｰﾌﾟ      Corporate Sustainability, Environment Management,  

IR and Communication Group 

 

2026年 1月 26日 

川崎汽船株式会社 

 

KLPL所有ドライバルク船“DEVON BAY”海難事故の件（第 3 報） 

 

川崎汽船株式会社（以下、「当社」）が 100％出資するシンガポールの現地法人 “K” Line 

Pte Ltd (以下、「KLPL」)所有のドライバルク船“DEVON BAY”（IMO: 9622849）（以下、「本

船」）は、2026 年 1 月 22 日夜にフィリピンから中国へ向けてニッケル鉱石を輸送中に遭難

信号を発信しました。その後乗組員 21 名の内 17 名が救助されましたが、残念ながらその

うち 2名の死亡が確認され、4名は依然安否不明です。 

 

現在も、安否不明 4名の捜索救助活動は、中国沿岸警備隊、フィリピン沿岸警備隊、当社グ

ループ船を含む周辺航行船舶により継続されています。捜索・救助活動に尽力いただいてい

る中国沿岸警備隊、フィリピン沿岸警備隊、並びに、捜索・救助活動にご参加いただいてい

る全ての船舶・乗組員の関係者の皆様に改めて深く感謝申し上げます。 

 

救助された乗組員および亡くなられた乗組員は、フィリピン沿岸警備隊により搬送され、日

本時間本日午前 7 時 30 分頃マニラ港に到着しました。救助された 15 名の乗組員には健康

状態の確認などが行われた後、宿泊施設に移動し、関係当局への対応やご家族との面談も実

施いただいています。 

 

当社グループは船主である KLPLや船舶管理会社と連携し、救助された乗組員ならびにその

ご家族、亡くなられた乗組員のご遺族へのサポートを実施するとともに、当局による調査に

も全面的に協力して参ります。 

 

尚、乗組員およびそのご家族・ご遺族のプライバシーにつき、皆さまのご理解とご配慮をお

願い申し上げます。更なる情報が入り次第、ご連絡申し上げます。 

 

本件に関するお問合せ先は以下の通りです。 

 

川崎汽船株式会社 

サステナビリティ・環境経営推進・IR・広報グループ長 

藤村 雄二 

TEL:03- 6865-2736 

 

サステナビリティ・環境経営推進・IR・広報グループ 

コミュニケーションチーム長 

長瀧 有貴 

TEL:03-3595-5341 

 

以上 


